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１．研究計画の概要 
本研究は治療的会話としてのナラティヴア
プローチの特徴を、セラピーに固有の関係性
の質という観点から明確にし、臨床的適用の
可能性を探ることが目的である。そのために
関係性および時間要因、そして社会文化的文
脈の要因に注目し、臨床のフィールドに生じ
る治療的会話のミクロな分析と、関係場の特
徴を把握する。これによって治療的会話に生
じる新しい意味生成が、自己の再構成をうな
がし、ライフストーリーの再編へとつながる
過程を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
３つの研究グループに分かれ、ナラティヴア
プローチに関わる内外の文献を収集し、内外
の実践研者との情報交換を行い、ナラティヴ
アプローチの臨床実践領域における理論を
整理した。ナラティヴ概念について、個人の
生の文脈や世界観のなかで出来事が意味づ
けられ物語性が構築されるという意味での
ナラティヴと、治療的会話の微細部分に、発
話主体の意味行為の働きをとらえ、事実内容
を語りなおしていく行為の遂行に関わるナ
ラティヴという二つの群に分類可能である
ことが確認された。 
３つの研究グループはそれぞれのフィー

ルドにおいて、ナラティヴのミクロ分析のた
めの資料収集を行った。各フィールドで収集
された会話資料をもとに、関係レベルのメッ
セージをまず詳細にとらえ、内容レベルでの
メッセージとの照合を行った。以上を通じて、
ナラティヴにおける素材（対話におけるテー
マ）とナラティヴの行為との間に生じる差異
に着目し、語り手（クライエント）が自己を
再構成する契機をとらえることを試みた。と

くに、過去の自己と現在の自己がセラピーの
関係場の中で対話を生むという治療的契機
について、対話的自己論による分析を行った。
以上の成果については国際学会を含む 5つの
学会で発表を行った。 
これまでに障害者とその家族など当事者た
ちのライフストーリーを聴取し、資料を蓄積
した。今後各フィールドでの治療的会話を、
社会文化的文脈を切り離さずにとらえてい
く作業を行い、治療的会話がライフストーリ
ーを動かし、ナラティヴの再編へとつながる
はたらきを明確にしていく予定である 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由:研究計画に記載された各年度の研究目
標はおおむね達成されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
2011 年 9 月に 2 つの学会(日本心理学会・日
本心理臨床学会)にて、研究グループ全員が
集まり、ナラティヴ視点にもとづくリサーチ
及び心理療法に関わるワークショップ及び
シンポジウムを企画している。治療的会話に
生じる新しい意味生成が、自己の再構成をう
ながし、ライフストーリーの再編へとつなが
る過程について、臨床実践とリサーチ両面に
わたり、成果を発表し、内外の研究者と議論
する予定である。これによって心理療法効果
の共通要因の一つ、関係性の質の課題に接近
することが目指される。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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